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認
し
た
。
大
臣
は
先
の
国
会

で
も
八
ッ
場
ダ
ム
を
は
じ

め
、
下
久
保
ダ
ム
な
ど
利
根

川
上
流
の
ダ
ム
群
な
ど
で
洪

水
を
貯
留
し
た
こ
と
が
越
水

烏
・
神
流
川
流
域
で
は
、

下
仁
田
雨
量
観
測
所
で
24
時

間
雨
量
が
６
０
７
㎜
と
観
測

史
上
最
大
を
記
録
、
山
名
観

測
所
で
は
水
位
が
５
・
６
ｍ

に
達
し
、
氾
濫
注
意
水
位

（
２
・
６
ｍ
）
を
３
ｍ
超
過

し
た
。
烏
川
と
鏑
川
が
合
流

す
る
高
崎
市
阿
久
津
地
先
で

は
、
浸
水
想
定
面
積
40
・
４ 

ha
、
浸
水
想
定
人
口
１
８
６

人
、
浸
水
想
定
戸
数
71
戸
に

対
し
て
、
堤
防
整
備
が
完
了

し
た
た
め
河
川
氾
濫
に
よ
る

浸
水
被
害
は
発
生
し
な
か
っ

た
。
整
備
効
果
が
発
現
し
た

と
言
え
る
。

赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
大
臣

は
２
日
、
台
風
19
号
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
嬬
恋
村
や

試
験
湛
水
中
の
八
ッ
場
ダ
ム

を
視
察
、
現
地
の
状
況
を
確

を
回
避
で
き
た
大
き
な
原
因

だ
っ
た
と
答
弁
し
て
い
る
。

赤
羽
大
臣
は
視
察
し
た
各

地
で
、
当
時
の
状
況
や
対
応

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

た
。
視
察
後
、
赤
羽
大
臣
は

被
災
箇
所
に
つ
い
て
「
こ
れ

だ
け
の
状
況
を
目
の
当
た
り

に
し
て
息
を
の
ま
ざ
る
を
得

な
い
」。
吾
妻
川
の
増
水
に

よ
っ
て
崩
落
し
た
国
道
１
４

４
号
鳴
岩
橋
を
前
に
「
１
日

も
早
い
復
旧
復
興
に
、
全
力

を
あ
げ
て
取
り
組
む
」
と
語

る
。八

ッ
場
ダ
ム
に
関
し
て
は

「
利
根
川
の
氾
濫
と
い
う
危

機
的
な
状
況
を
救
っ
て
く
れ

た
」
と
の
見
解
を
改
め
て
示

し
た
。

嬬
恋
村
の
鹿
沢
観
測
所
で

は
観
測
史
上
最
多
雨
量
の
４

５
７
㎜
／
日
を
記
録
。
鳴
岩

橋
が
落
橋
す
る
な
ど
大
き
な

被
害
が
あ
っ
た
。

渡
良
瀬
川
遊
水
地（
群
馬
県
）

で
洪
水
を
貯
留
し
た
こ
と
が

越
水
を
回
避
で
き
た
大
き
な

原
因
だ
っ
た
と
答
弁
し
て
い

る
。13

日
夜
に
関
東
地
方
整
備

局
が
埼
玉
県
加
須
市
で
堤
防

か
ら
越
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
を
発
表
す
る
な
ど
事
態

は
切
迫
し
て
い
た
。
最
終
的

に
計
画
高
水
位
に
あ
と
30
㎝

ま
で
迫
っ
た
が
「
ぎ
り
ぎ
り

の
と
こ
ろ
で
上
昇
が
止
ま

り
、
越
水
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
た
」と
状
況
を
説
明
。

八
ッ
場
ダ
ム
を
含
む
既
設
ダ

ム
で
洪
水
調
節
容
量
の
約
６

割
を
確
保
し
た
こ
と
か
ら

台
風
19
号
に
よ
る
記
録
的

な
大
雨
で
多
く
の
河
川
が
決

壊
し
た
一
方
で
、
越
水
を
回

避
で
き
た
河
川
も
あ
っ
た
。

台
風
直
後
の
10
月
16
日
の
参

議
院
予
算
委
員
会
で
は
、
松

山
政
司
議
員（
自
由
民
主
党
）

が
赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
大
臣

に
治
水
対
策
の
効
果
な
ど
を

質
問
し
た
。

赤
羽
大
臣
は
10
時
間
に
わ

た
り
氾
濫
危
険
水
位
を
超
過

し
た
利
根
川
に
関
し
て
、
試

験
湛
水
を
開
始
し
た
ば
か
り

だ
っ
た
八
ッ
場
ダ
ム
（
群
馬

県
）
を
は
じ
め
、
下
久
保
ダ

ム
（
群
馬
県
・
埼
玉
県
）
な

ど
利
根
川
上
流
の
ダ
ム
群
、

「
利
根
川
流
域
の
住
民
の
安

全
な
暮
ら
し
に
、
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
」
と
高
く
評
価

し
た
。

八
ッ
場
ダ
ム
は
本
格
運
用

を
前
に
10
月
１
日
か
ら
安
全

性
確
認
の
た
め
の
試
験
湛
水

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
「
ま
だ

水
位
が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら

結
果
的
に
は
予
定
よ
り
多
い

容
量
の
約
７
５
０
０
万
㎥
を

貯
留
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
し
た
上
で
「
こ
う
し
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
防
災
・
減
災

が
主
流
と
な
る
安
全
、
安
心

な
社
会
づ
く
り
の
根
幹
を
成

す
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
」

と
の
見
解
を
示
し
「
八
ッ
場

ダ
ム
に
つ
い
て
は
本
年
度
中

の
完
成
に
向
け
て
引
き
続
き

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
し
た
。

時
満
水
位
）
が
５
８
３
ｍ
の

た
め
、
残
り
10
ｍ
ま
で
迫
っ

た
。

【
15
日
発
表
】

10
月
15
日
午
後
６
時
ご

ろ
、平
常
時
最
高
貯
水
位（
常

時
満
水
位
）
標
高
５
８
３
ｍ 

に
到
達
し
、
貯
水
率
が
１
０

０
％
と
な
っ
た
。

今
後
、
満
水
状
態
を
約
１

日
継
続
し
た
の
ち
、
１
日
１

ｍ
以
下
の
ス
ピ
ー
ド
で
水
位

を
最
低
水
位
ま
で
降
下
さ

て
い
る
た
め
、
八
ッ
場
ダ
ム

の
整
備
効
果
だ
と
明
確
に
は

言
え
な
い
と
見
る
向
き
も
。

そ
れ
で
も
貯
水
し
た
分
の
洪

水
が
直
接
的
に
下
流
へ
流
れ

て
い
れ
ば
、
大
き
な
災
害
に

つ
な
が
っ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。
事
実
と
し
て
八
ッ
場

ダ
ム
は
効
果
を
発
揮
し
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

【
利
根
川
上
流
の
ダ
ム
に
つ

い
て
】

利
根
川
の
上
流
域
に
は

国
、
水
資
源
機
構
、
県
な
ど

が
管
理
す
る
ダ
ム
が
あ
る
。

主
な
ダ
ム
の
治
水
容
量
を

ま
と
め
て
み
た
。
台
風
19
号

の
み
な
ら
ず
、
今
後
も
洪
水

調
節
能
力
を
継
続
的
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
維
持
管
理
な

ど
を
進
め
る
。

◇
矢
木
沢
ダ
ム
＝
２
２
０

１
万
㎥

◇
奈
良
俣
ダ
ム
＝
１
３
０

０
万
㎥

◇
藤
原
ダ
ム
＝
２
１
２
０

万
㎥◇

相
俣
ダ
ム
＝
９
４
０
万

㎥
◇
薗
原
ダ
ム
＝
１
４
１
４

万
㎥◇

下
久
保
ダ
ム
＝
３
５
０

０
万
㎥

利
根
川
上
流
は
国
交
省
、

水
資
源
機
構
、
県
な
ど
が
管

理
す
る
ダ
ム
が
あ
り
、
洪
水

調
節
機
能
を
発
揮
し
て
、
全

体
と
し
て
下
流
域
で
の
大
規

模
な
水
害
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

渡
良
瀬
遊
水
地
も
第
１
〜
３

の
各
池
に
貯
留
す
る
こ
と
で

洪
水
調
節
容
量
合
計
約
１
億

７
１
８
０
万
㎥
に
対
し
て
約

１
億
６
０
０
０
万
㎥
を
貯
留

し
て
い
る
。

群
馬
県
以
外
で
も
埼
玉
県

春
日
部
市
に
あ
る
首
都
圏
外

郭
放
水
路
が
機
能
を
発
揮

し
、
中
川
・
綾
瀬
川
流
域
の

洪
水
を
江
戸
川
へ
流
し
て
い

る
。台

風
や
集
中
豪
雨
な
ど
に

よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
水

害
。
そ
れ
を
防
ご
う
と
治
水

対
策
は
総
合
的
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
台

風
の
大
型
化
な
ど
降
雨
の
状

況
も
変
化
し
て
き
て
い
る
。

治
水
に
携
わ
る
行
政
、
建
設

業
界
、
さ
ら
に
流
域
の
住
民

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

地
道
に
治
水
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。

た
。平

常
時
最
高
貯
水
位
（
常

８
ｍ
か
ら
５
７
３
・
２
ｍ
ま

で
、
約
54
ｍ
水
位
が
上
昇
し

せ
、試
験
湛
水
を
完
了
す
る
。 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇ 

◇

今
回
の
台
風
で
は
八
ッ
場

ダ
ム
が
持
つ
本
来
の
洪
水
調

節
能
力
と
は
異
な
っ
た
意
味

で
の
機
能
・
能
力
を
発
揮
し

利
根
川
水
系
吾
妻
川
に
あ

る
八
ッ
場
ダ
ム（
長
野
原
町
）

は
堤
高
１
１
６
ｍ
、
堤
頂
長

２
９
０
・
８
ｍ
の
重
力
式
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
。
集
水
面

積
は
７
１
１
４
㎢
、
総
貯
水

容
量
１
億
７
５
０
万
㎥
、
有

効
貯
水
容
量
９
０
０
０
万

㎥
。
容
量
配
分
に
よ
る
と
洪

水
期
の
洪
水
調
節
容
量
は
６

５
０
０
万
㎥
と
さ
れ
る
。
な

お
、
標
高
は
基
礎
岩
盤
４
７

０
ｍ
、最
低
水
位
５
３
６
ｍ
、

洪
水
期
制
限
水
位
５
５
５
・

２
ｍ
、
常
時
満
水
位
５
８
３

ｍ
、
堤
頂
５
８
６
ｍ
。

試
験
湛
水
は
10
月
１
日
に

始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

【
13
日
発
表
】

台
風
19
号
は
10
月
11
日
午

前
２
時
か
ら
10
月
13
日
午
前

５
時
に
か
け
て
長
野
原
観
測

所
で
は
累
加
３
４
７
㎜
、
時

間
最
大
雨
量
37
㎜
（
12
日
午

後
６
時
）
の
大
雨
が
観
測
さ

れ
た
。

こ
の
降
雨
に
伴
い
八
ッ
場

ダ
ム
の
貯
水
位
は
５
１
８
・

台
風
19
号
に
お
け
る
利
根

川
上
流
ダ
ム
群
（
７
ダ
ム
）

の
治
水
効
果
（
速
報
）
に
よ

れ
ば
、
合
わ
せ
て
約
１
億
４

５
０
０
万
㎥
の
洪
水
を
貯
留

し
た
と
い
う
。
そ
の
効
果
と

し
て
利
根
川
本
川
の
八
斗
島

（
伊
勢
崎
市
）
で
１
ｍ
の
水

位
低
下
と
推
定
し
て
い
る
。

利
根
川
の
治
水
基
準
点
と

な
る
八
斗
島
は
、
計
算
最
高

水
位
が
約
５
・
１
ｍ
。
こ
れ

は
全
て
の
利
根
川
上
流
ダ
ム

群
が
な
い
場
合
を
仮
定
し
て

算
出
し
た
も
の
。

水
位
の
基
準
は
◇
０
・
８

ｍ
＝
水
防
団
待
機
水
位
◇

１
・
９
ｍ
＝
は
ん
濫
注
意
水

位
◇
３
・
９
ｍ
＝
避
難
判
断

水
位
◇
４
・
８
ｍ
＝
は
ん
濫

八
ッ
場
も
効
果
発
揮

赤羽国交相

台
風
直
後
の
予
算
委
で
答
弁

危
機
的
状
況
救
っ
た

赤羽国交相

八
ッ
場
視
察
し
コ
メ
ン
ト

現地で説明を受ける赤羽国交相

７
ダ
ム
で
1.4
億
３ｍ
貯
留

八
斗
島
の
水
位
低
下
効
果

下
流
の
氾
濫
を
防
ぐ

八ッ場ダム

試
験
湛
水
で
貯
留
能
力
示
す

浸
水
被
害
が
ゼ
ロ

堤防整備

高
崎
市
の
阿
久
津
地
区

生
命
財
産
を
守
る

ダ
ム
な
ど
の
治
水

ま
と
め

台風19号による豪雨。過去に類を見ないほどの大雨に
見舞われたが、かつてのカスリーン台風のような未曽
有の大規模水害発生には至らなかった。その陰には、
ダムや遊水地などが持っている洪水調節機能が大きく
貢献したことは間違いない。「コンクリートから人
へ」の代名詞となった八ッ場ダムは、折しも試験湛水
が始まったばかり。貯水容量いっぱいまで洪水を受け

ることができ、大きな効果があったと言える。２日に
同ダムを視察した赤羽一嘉国土交通大臣も「利根川の
氾濫という危機的な状況を救ってくれた」と話してい
る。八ッ場をはじめとする県内各地のダムもその能力
を発揮。下流の渡良瀬遊水地も過去最大となる1.6億㎥
の水を溜め込むなど、治水施設総動員で大規模水害の
発生を抑制した。

令和元年１０月台風１９号

八ッ場など利根川上流ダム群
治水効果を発 揮

況
だ
っ
た
。

危
険
水
位
。
実
際
の
水
位
は

約
４
・
１
ｍ
で
氾
濫
危
険
水

位
の
一
歩
手
前
ま
で
い
っ
て

い
る
。
ダ
ム
群
が
な
い
場
合

は
約
５
・
１
ｍ
の
推
計
と
な

る
た
め
、
非
常
に
危
険
な
状


